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則夫・新井 敦史  
た後も形を変えて残っていったが，そのような秩  
序が近世期に変動していく様相を，地域特性の形  











Ⅱ 戦国期における土豪の在地基盤  
1）北条氏邦家臣猪俣氏の存在とその勢力   





清八，異川内膳，猪園右街門という着たちが居・任   
していたと記されている。．旧′卜森村城には，今井  
左京，石田民部という者が屠任していたと記載さ  




土記稿』（以‾F，『風土記柄刃 と略す宮にも登場  
する猪俣氏（戦国末期，多比良に改娼汗以外の者に  
ついては，氏邦家臣であったと断定することは難   
しい。黒沢氏については，『風土記稿』には畏沢  
馬之助という人名が記載され，氏邦家臣であろう  










撃を受けて沼田城は落城あるいは開城した。   
猪俣左衛門尉は氏邦の奉行人であったことが永  
禄9年（1566）8月29日付法積坊宛て北条氏邦印判  
状13）によ って知られ，また，猪俣右馬介は，猪  
俣邦憲の使者として働いたことが年末詳2月4日  















































































物，鍍，手乳 糖を準備しておくべき歩兵と認減  
されていたことがわかる。、そして，前掲永禄8年  
































る凡 そして猪恍氏と灘師憧との前述のような関  
係を考慮に入れれば，もともとは法養寺葉蘭′捌こ  
安置されていて，それを後に猪俣氏が下和田に移  



























いた∵ 出浦氏は戦国末期においてむ穴部を本拠に  
していたと考えられるり 出浦家が所蔵する戦国期  
の丈寮によ墓）．氏邦家臣としての存在形態につい  





















比良姓から再び姓を戻した。なれ 昭和初期頃ま  
状，建武2年（1335）7月12El付猪股平六郎宛て丹  




















◎猪俣（本家）   
○猪俣（分家）   
。猪俣（非血縁）   
△多比良   
▲もと多比良   
★高橋（インキョヤ）  
第1図 竹ノ平地区の概観  
（「住宅地図」より作成 竹江信之作図）  
－ 56 －   
では，竹ノ平の多比良家の人々は猪俣家の屋根の  























あてはめることができよう。   
秩父那においては，「近世になっても耕地が之  
第2囲 竹ノ平地区における緒俣家の土地所有（明治期以前）  





























第3図 竹ノ、ド地区の土地利用（第∴次世界大戦前）  
（聞き取り調査により作成 嵐隠艇す作図）  




























Ⅱ 近世村域の確定と村内秩序の変動  
1）近世初頭における村域の確定   







































一，当村の儀先年慶安五年辰七月伊奈半十郎様御   
検地，托の節当村の儀は，人谷村・煤川村と申し，   
右入谷柑の俵は同郡中薄柑と組み合い，作左衛門名   
主に相椒み申し候。すす川村の俵は上滞村と組み合   
い八郎右衛門名主に相椒み，御公用相勤め候処，′ト   
森村相隔て薄付と組み合い候義，村方百姓不勝手に   
付き，右薄村両名主方引き離し，其れ以後相談を以   
て御願い申し上げ候処，大谷村・すす川村小森村に   
入れ，新小森村御名附け‾Fし置かれ（後略）コ6）  
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「t！法餐尊卑師堂  
［＝］山  一道  
⊂コ畑  ＝川・沢  
圏水田 －－－一 字填  
上 郷 1小倉 2大谷 3出原 4藤差 5日向 6‖陰 7沼里  
8串脇 9神明寺10今神11西竹ノ乎 ユ2竹ノ平13浦幽14常木  
15塩沢16軸木17上郷相沢18牛顔  
中 郷19西相沢 20大平 21相沢 23穴部 24墳川 25坂戸  
下 郷 22下郷須川 31大塩野 32上大胡桃 33】F大胡桃 34腰 35L原  
36黒海戸 37ノJ、沢口  
薬師堂 26長又 27並木 28上宿 29大平戸 30峯越  
第4図 文久2年薄柑絵撞Iにみられる地字名  
（山浦家文番より作成）  
第1表 近世後期における滞相国観の概要  
l二 郷   中 郷   下 郷   薬師堂組   
92欝886文   41貰29文4分   61搭48．史   28尿387文  
高  
（464右4斗3升）   （205石1斗4升7合）  （3（）5モ．r2斗侶侶   （141石9斗3升5合）   
上田  8畝14歩  上田  7反8畝17歩  1二田  3町8反9畝20歩  上田  8反4畝4歩  
中田  9畝21歩  中田  1町  6畝24歩  中田  4町4反7畝10歩  中田  1町  6畝19娃さ  
下田  2反 13歩  下田  4反7畝20歩  下田  3町  6歩  下田  6反  23歩  
反  
上畑 11町1反5畝23歩  上畑  5町9反9畝24歩  上畑 11町2反8畝14歩  上畑  6町6反8畝21歩  
中畑 15町8反8畝27歩  中畑 13町2反4畝8歩  中畑 15町2反l畝1歩  中畑  6町6反2畝4歩  
別  
下々畑232町2反2畝柑歩  下々畑 36町2反3畝28歩  下々畑14町5反8畝24歩  下々畑 9町1反  Z3歩  
上本畑 2町6反5畝22歩  上本畑   L木棚   2反 17歩  上本畑  
屋敷  5町2反7畝15歩  屋敷 1町5反4畝21歩  屋敷  2町4反Z畝20歩  犀敷 1町6反3畝3歩   
家数   291軒   95軒   169軒   63軒   
人＝   1266人   366人   754人   384人   
名主   猪俣家   出揃家   加藤・逸見・黒田家の年番   茂木家   
（出浦家文番「宝暦十年定免御年賀′ト物成四親仕分帳」，家数・人数は寛政12年のもの）  









































































弐拾文  弐拾文  小四郎  
［史料B］  
沢辺  
弐拾壱間  中畑七畝廿壱歩  市郎左衛門  
拾壱間  此永六拾壱文  
［史料C］  
午ノ巌小鹿野柑御年貢請取事  
－ 61叫   
（中略）  
外浮役臨時物  
－，永四拾三文  絹の割  
一一，永五百六拾三文  紙の割  
－，永壱貰四百五拾三文  綿のわり  
一，永壱貰五百九文  役綿ノ本   
一，永九百三拾六文  右之割   
一，永壱貰三百五拾文   紙舟役本   




第5図 薬師堂周辺の地割図  
（明治9年 地引絵図より作成）  
注1）薬師堂および法養寺の敷地は，現在堂が残っている場所周辺の地割から敷地範囲を  
想定した。   
2）晴間魔の存在地は立地条件および道路沿いにおける地割から判断して比定を行なっ  
た。   
3）並木，上宿は薄柑，殿谷戸は小森村に属していた。  


































あると思われる。一 これらの事から，岩田氏は薬師  
堂付近に基盤を持つ有力な土豪的商人であったと  





第2衷 慶長「地詰帳」に見られる  
恩典衛の名論地  
地目  小字名  指出（文）  打出（文）   
畠  さわはた   70   40   
由  さわはた   30  不作卜30）   
畠  さわはた  140   0   
畠  くぼはた  325   80   
畠  たのはた   24   6   
畠  はしつめ   20   8   
田  はしつめ  9   











































師堂組）として完全に独立しておらず，中郷の－   










所であった）。   
その検地帳地名の分布を示したものが第6園で  
慶安「検地帳」上にみられる地名  
1柚の木石 2わちば 3しなしほ 4城山 6きわだ沢 7栗山 8かしわ沢谷 9うるし平  
10水の木沢11かぞくぼ12わっ平13山きわ14かしわ沢15林の沢16不動坂17滝の沢18ふたせ  
20かじかいと 21鬼道 22市ケ沢 23市ケ沢おね 24しゃし岩 25大平 26ついじぞえ 27田端  
29力石道下 30道ぞえ 31やまはら 32おおとがり 34川ばた 35川添 36いちとり 37下桜沢  
38貴くぼ 39馬坂 40適合 41屋敷添え 42中かいと 43前畑 44前島 45三角 46屋敷前  
47らんとうば 48東沢 49あのべ沢 50沢辺 51高月 53きた 54坂戸 55観音堂 56兢川 57下旭川  
58やた原 59′ト崎川はた 60はけの木 61おさき 62地蔵堂 63これう沢   
慶長「地謡帳」にみられる地名  
65坂口 66なっち 67下原 68森下 69林きわ 70原 71田のはた 72寺さわ 73かつみ沢 74とのがいと   
両検地帳に共通しでみられる地名  
①山の神 ⑲田のしり ⑲力石 ⑬花の木 ⑲順礼海道 ㊥ぴじょうが、ド  
第6図 検地帳上にみられる小字地名の分布  






























儀 一付根．J相投人共汀被為仰付被下置候ハノト前・－・  






















2）近世中後期における村内秩序の変動   
















観々へ伝達すること。   
④郡方役人の通行∵観相の抑こ，1巨宿等の世話  

























一，御割付御目録御引替志免御切替之儀．＿＿商掛物村   
入用夫銭割四組こ両年番二御用相勤候梯仕度奉存候，   
右様仕候得者，割附目録等四組rl．撫甲乙格番二御引替   
之節，所持罷在候得者，御年貢並二高掛りもの等納辻   
相知至極明白二面宜敷御座候，且又前条寒中上候村人   
用帳戊四組二面年番∴相勤，毎年差上中段奉畔上傾  
このように，四組の年番制とすることで，年爵  





















































る37）。   
中郷・下郷・薬師堂組の百姓たちが名主惣代将  
監に対し「役儀之権威ヲ凝，至●r．俄似もの」であ  
































然哉」とい わせるまでに，新規の御走法の実施を  

























両を差し出すように要請がなされている3∈－）。   
この4人のうち所有反別・持高の判明する3人  
第3衷 牧石衛門・藤兵衛・金次郎の特高・所有反別（明治7年）  
藤兵衛（大平）   金次郎（坂戸）   
494文   212．5文   
々畑  24歩   中田   16歩   
上畑  9畝29歩半  下田 1畝28歩   
中畑 3反  8歩半  上畑 9畝25歩   
下畑  5畝24歩   中畑 8畝13歩   
々畑 4反  20歩   下畑  24歩   
屋敷  2畝11歩   屋敷  なし  
幾ヰ・i衛門（大平）   （   
頂高   962文   4
上畑 2反9畝11歩半  上々畑  
中畑 3反3畝13歩   
反別              下欄 3反9畝3歩  3反 
下々畑 6反6畝19歩半  下畑  
鰻敷  2畝10歩  下々畑4反  
1町7反  27歩  
（出浦家文審「明和7年名寄帳」より作成，（）内は居住地字名・特高は永南紀範）  
－67－   
第4表 薄村中郷における名請地永高規模  夫銭などの費用がいらなくなり，村の利益にもな  





































1以上～100未満   7人   26人   
100～200   7   25   
200～300   4   32   
300〃400   28   
400～500   5   15   
500～600   3   5   
600～700   6   4   
700一一800   4   3   
800～900   0   0   
900～1000   3   2   
1000以上   8   2   
（合計）   58   142  











一，武州秩父郡滞柑役人共寒中上候，是迄御年貢   
御上納之鶉，任勝手組頭戎者′ト前百姓等上納仕候面茂   
相済候，然ル処江戸表江南売荷物差出匿為棒金二仕度   
中春り低音も有之，右横什候得共夫銭等減少仕卿之   
柑益∴罷成候得共，大切之御年貢金銭万【一差滞候由ハ   
相中・統難儀二罷成申候，以来以御慈悲名主共之内   

































1）幕末・明治期における生業形態   
a．幕末期   
滞村の姦永5年（1852）「柑差出諸色明細帖」…  
には，「大嵐 小身，大豆，小甘．栗，稗，希麦，  


































































第5表 近世中期秩父地方における農行事暦  
月  日   農 作 業   行  事   
2  剖元一人名圭一人殿様江年  
始  
～10  たがいの年礼仕候  
初市  
12～  













4  武甲山祭  
苗代仕，秋毛作人田，いもかえり敷か  
り取申候並かいこはき立申候  
5  かいこ麦作収納田うえあわひえ仕   
6  田ノ草畑作手入段々任侠  渡林とて－一両日休  
女は絹糸初申候  
7  新絹馬くさ取申候なそば■仕付  
御年貢初樹上納（荏之代）  
8  秋作収納  23日妙見祭  
御年貢月掛  
9  畑打大小麦仕付  
御年貢月掛  
ロ  武サ川1祭礼  
－10  
20～  妙見神事に月通に御印候  
－3  
3～   妙見祭礼 国々商人入込   
木綿仕候（大豆納）  


















































































て顕著である。   
焼畑の分布をみると，穴部地区，桜沢地区では  
ー 7l－   
第7図 穴部，桜沢，須川地区の土地利用（1880年代J  
（「土地台帳」より作成）  
推）「土地宝典」をペースマップにして作成したため，山地斜面と平地面を離して記した。 
－72 －   
第6表 明治初期の農業経営  
桜沢地区  
A  B  C  ※D  ※E  ※F  ※G  H  n  ※J  ※K  単位   
米  1．6  
大麦  7  7  0．7  
小 麦  0．9  0．8  〃  
0．1   
一シ  
稗  0．4  0．25  0．06  0．09  0．3  
生 糸  0．56  0．55  
一ケ 貰 ノシ ケ ケ 〃 荷  
l．  M  N  0  
‾  
米  
人麦  4   0．5   
′ト 賓  0．4  0．4  0．          0．15   
1．2  
粟  0．  
稗  0．3  
上繭   1．   
中 繭  0．4  l．1  0．」   
下 繭  0．2  U．5  0．．  
のし糸  
煙草  
木櫓   
50  
大根  
柿  300l  
竹   
展開稼  生糸  
売買   板割   
香典  （二⊃  ⊂：）   
家族数  亘亘     5（3J  ⊥＿  2（打   
′r    ※V  W  T x  単位   
2．5  0．5   1．3  








0．（）7  ク  
・ケ  
束  
5  2  2  3  荷  
4000  l．000  1000  5000  数  
ユ2  10  荷   
農閑  荷繭  
板割  
（⊃  60   
注）削よ，地区外に屠任する者。  
家族数のぐ）内は女性。   
（「物産取調香上」，「諸品職名前取調帳」，「宗門人別改帳」より作成）  














































































た。   
桜沢，須川南地区の「物産取調書上」において  
荷商，農関南と記されている農家は，「諸品職名  
－74 －   
・＝「香典」1戸   





















































れる狛 。養蚕業の「完結性」が明治後期以降も  
維持されていたかどうかは検討する必要がある。   
明治期の農業経常は，大麦と歳菜の生産を中心  
とした自給的農業と，養蚕や煙草栽培という，完  
－75－   
第9図 穴部，桜沢，須川地区の土地利用（1990年）  
（1990年6月の現地調査により作成）  




































































と，作物の噂門分化に特徴付けることができる。   












ー 77 －   
適し，現在は，農業以外の産業へ従事することに  
よって対応しているといえよう。  
























































































22）埼玉県輔（1988）：『新編埼玉県史 通史絹2』，  
596ペ岬ジ。  
23）その内の－－一例として，元亀2年卯月7‖付商樟対  




（以上平成2年参加）の各氏に御協力頂きました。以   
上の方々に探く感謝申し上げます。  
注および参考文献  
















































二月什ヒ日，石岡谷江敵助候処ニ，各々出速尽船   
胤梅南名候所，御感∴被思食候，彼為変乱才パ受，   
長命免許候，舟有功呼起週番也，偽如作  
元亀二年季朱（象印）  寒之  




































神村村史霜さん委員会編（1988）：『両神村史 史  
料編3』，317ペ岬ジ）。  
34）出浦家文番「相定置口啓之畢（事和元年）」，（『両  
神柑史 史料編2』，143ページ）。，  
35）以下，引用部分は出浦家文藩「乍恐以番付奉願上  
候（聾和2年）」，（両神村村史騙さん委員会編（1989）   
















神柑史 史料編2』，133ページ）。  


















伊具衡殿   
（皆野町会室家文鳳 皆野町議編塞委員会再981）：  
『皆野町誌 懲料鰯3』，589ページ）。  
43）出揃家文藩「御役所江差上候‾卜浄控帳（封＝4年）」，   
（『両神村史 史料舶3』，268～269）。  
44）年輩の納入にあたって，それぞれの組が別個に納  
入していた。  
45）『両神相生 史料縮2』，162～16。  
46）前掲26），89ページ。  
47）『両神柑史 史料輔3』，264～26。  
































典師範吼 地方史研究協議会鶴 首▲内陣の生活と文  
化飢 去勘川乳 248～278。  
63）、ド野 露（1990）：野近代登教範の発展と親行  
ー 80 －   
66）両神村域におけるコンニャク耗培は．1950年代に   
拡大し始め，1970年代にピークを迎えた1978年以   













64）薄地区においては，明治11年（1878）において す   
でに薄村製糸社という器械製糸場が設立されてい   
たが，明治13年（1880）にはすでに閉鎖された。秩   
父郡においては明治10年代この他，皆野竜門社，  
ヒ吉田竜門杜等いくつかの共同揚退場が開かれる   
が，成功には至らなかった。また，改伸社は明治   
38年前後には全県的に発展しつつあったが，その   
後群馬県の組合製糸に押されていった。  
65）明治33年および昭和12年の秩父織物同業組合の組   
合員の分布をみると，秩父市域を中心とした荒川   
本流域に織物生産者が多く分布するのに対し，昭   
和初期の器械製糸」二場の分布は赤平川流域および   
皆野町周辺に多くなっており，分化傾向が言売み取  
れる。  
－81－   
